
２番，青木輝明君。 

          〔２番 青木輝明君登壇〕 

〇２番（青木輝明君） 改めて，こんにちは。傍聴者の皆さん，大変忙しい中ありがとうご

ざいます。議席２番，青木輝明です。議長より発言をお許しいただきましたので，通告に従

って一般質問をさせていただきますので，よろしくお願いします。 

 ９月に入り，朝夕若干の涼しさを求めながらも，まだまだ残暑厳しい実りの秋を迎えての

多忙な日々，体調にも最善の気遣いをしなくてはなりません。ことしもまた熊本地方に台風

12号が大きな被害をもたらしました。多くの方々が被害に遭遇され，亡くなられた皆様のご

冥福をお祈りします。 

私たちも忘れてはならない昨年同時期，甚大な被害をもちらした台風18号。境町長井戸地

域を中心に集中豪雨で壊滅的な被害がありました。稲尾地区からとうとい１名の命を奪わ

れ，地元議員として残念でなりません。一日も早い復興を願い，橋本町長みずからの陣頭指

揮で，境町は災害救助適用法に指定され，各方面からのお見舞いをいただきましたことに対

し，深く感謝の念にたえません。また，町としても，住民の思いをしっかりと受けとめ，迅

速な対応で生活圏を取り戻し，復旧したことは記憶に新しいところです。 

 さて，私は２項目，３点について質問させていただきます。１項目として，サッカー場の

施設についてであります。このサッカー場は，人工芝を含む近代的な施設であり，休館の月

曜日を除き，多くの皆さんが利用されています。境町としても環境整備に細心の注意を払い，

管理運営されることながら，この施設において成長する皆さんに不慮の事故が起きないよ

う，そして将来文武両道に活用されることを期待し，さらに携わっている関係者を初め多く

の町民の皆さんに関心を持っていただけるよう，有効利用されることを願っております。 

 １として，現在のサッカー場改修後の使用状況はどのようになっているか質問します。 

 ２項目として，移住・定住促進についてお伺いします。町としても，本件に係る政策には

特段の取り組みをされていることと思います。先般茨城県境町移住応援ガイド「いいとこ境

町」の冊子が発行され，大変好評であります。橋本町長から，境町の立地条件を含む圏央道

の開通に伴い，都心や中部，関西方面へのアクセスが容易になり，境へウエルカムと発信で

きる体制が整い，交通網も着実に準備されたと発信されました。そうしたことを踏まえ，現

在境町において，本件にかかわる重点取り組みとして，皆さんを全力でサポート制度を用意

されています。 

そうしたことを踏まえ，１として，人口推移であります。増減要素には，自然動態と社会

動態があろうかと思います。総体的に境町の人口の推移はどうなっているのかお伺いしま

す。 

 ②として，これから境町が将来にわたり生々発展していくために，移住・定住につながる

取り組みが重要と考えていますが，今後の取り組みについてお伺いします。 

 以上，２項目，３点について誠意ある回答をよろしくお願いします。 

〇議長（倉持 功君） 最初に，サッカー場の施設についての質問に対する答弁を求めます。 



 生涯学習課長。 

          〔生涯学習課長 倉持達弘君登壇〕 

〇生涯学習課長（倉持達弘君） 改めまして，皆様こんにちは。それでは，青木議員さんの

サッカー場の施設についてのサッカー場改修後の利用状況はどうなっているかとの質問に

お答えいたします。 

 境町サッカー場につきましては，平成27年度に，スポーツ振興くじ助成金を活用いたしま

して，人工芝生化とＬＥＤ照明設備設置工事を行っております。その後，部分的な外構工事

を行いまして，本年５月７日にリニューアルオープンいたしました。翌日から学校関係や一

般の方への利用を初めたところ，４カ月が経過した現在も，平日の夜間と土曜日曜は予約で

埋まっている状態で，利用者からはサッカー場がなかなか利用できないという問い合わせ

も多く，大変盛況な状況となっております。また，リニューアル前には全く利用のなかった

団体ですとか町外者からの申し込みも数多くございまして，ご利用いただいているところ

でございます。 

 なお，リニューアル後４カ月間の間で利用されなかった日数は，悪天候などにより10日ほ

どしかございませんでした。 

各月ごとの利用者数と施設の使用料金でございますが，５月は2,874人，12万4,200円，６

月は2,410人で10万9,620円，７月は2,760人で14万1,960円，８月は3,670人で22万590円とな

っております。一月の平均にいたしますと，約2,900人にご利用いただき，約14万円の使用

料金となっております。 

 以上でございます。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 青木輝明君。 

〇２番（青木輝明君） 利用状況につきましてはかわりました。今後もたくさんの方にご利

用いただけるよう，よろしくお願いしたいと思います。 

 再質問なのですが，サッカー場の利用については，私も機会あるごとに立ち寄ったりもし

ています。先般泉田行政区のある方から，サッカーボールがたびたび防球ネットを越えて飛

び出すことがあったと聞きました。そうそう現地に赴き，現状を確認しました。サッカーの

関係者から伺うと，防球ネットが少し低いのではないかということで，私も子供たちの力を

想像すると低く感じます。今後改修等の計画があればお聞かせください。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの質問に対する答弁を求めます。 

町長，橋本正裕君。 

〇町長（橋本正裕君） それでは，青木議員さんのご質問にお答えをします。 

 地元の方から，ボールが飛んでくるというお話は伺っているところでございます。施設が

よくなったらよくなったで，今度は違う課題が出てくるというのが，やはりこういったもの

の状況なのかなというふうに思っております。 

青木議員さんも幾らかかるかわかっているのかなと思いますけれども，全体をやると8,0



00万だそうです，あのネットを全部やりかえると。8,000万円。8,000万円をあそこにかける

のだったら，新しいグラウンドをつくったほうがいいですよねと僕は思います。 

ただ，やはり道路側は，ちょうど二中のほうから圏央道のインターのほうに向かうという

道路でありますので，そちらについては何らかの措置をしなくてはならないのではないか

なと思っています。これにつきましては，予算もかかるものですから，議会の皆様とともに

協議をして，新年度に向けて検討したいと思っているのですが，今とりあえず１面だけ張り

かえた形で，ちょうど柱も倒れてしまっているので，それも直さなければならないそうです。

そうすると，それでも大体1,000万から1,500万ぐらいのお金がかかるということで，何とか

もうちょっと安くやる方法はないかという話はさせていただいているのですけれども，お

っしゃっていることはわかります。ボールが飛んでいってしまうというのはわかる。でも，

本当はあの白いゴールの中に打ってもらえれば飛んでいくことはないのですけれども，本

当はね。 

だけれども，飛んでいってしまうことは仕方がないというか，あることだというふうに認

識はしているので，やはりそのときにボールが出て，車が歩行者のほうに行ってしまって，

はねてしまったとか，そういうことがあっては危険なので，そこの部分について，はやはり

何らかの対応をしなければならないのではないかと思っていますので，議会の皆様ととも

に，見積もりとかが上がってきた段階でご相談をさせていただいて，検討したいというふう

に思っていますので。 

全体はちょっと難しいし，そこまでは，そこまでやるなら，僕はもう少し違うグラウンド

を整備した方がいいのではないかなと思っているので，ちょっとその辺，見積もりが上がり

次第，相談をさせていただきたいというふうに思っておりますので，よろしくお願い申し上

げます。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 青木輝明君。 

〇２番（青木輝明君） 前向きな回答をいただきましたので，１項目めについては終わりま

す。 

〇議長（倉持 功君） これでサッカー場の施設についての質問を終わります。 

次に，移住・定住促進についての質問に対する答弁を求めます。 

 理事兼企画経営課長。 

          〔理事兼企画経営課長 島根行雄君登壇〕 

〇理事兼企画経営課長（島根行雄君） 改めまして，こんにちは。それでは，私から青木議

員の２項目め，移住・定住についての１点目，当町の人口推移はどうなっているのかとのご

質問にお答えをいたします。 

 当町の人口につきましては，平成６年の２万7,619人をピークに人口減少が続き，平成27

年度は199人減少するという状況にありましたが，転入者向けの奨励金や子育て支援などの

充実により，本年７月の１カ月間は23人の人口増加に転じ，８月末についても11人の人口増



加となり，明るい兆しが見えつつあるものと考えております。今後も移住・定住者の獲得に

向け，幅広い分野での施策を展開してまいります。 

 続きまして，２点目，今後の取り組みについてとのご質問にお答えをいたします。平成2

9年１月に本格的な稼働を開始する日野自動車古河工場へ異動する従業員及び家族の移住

を図る取り組み，また年収640万円までの世帯を対象に，認定こども園などを利用している

第３子以降の３歳児未満の保育料の無料化を実施してまいります。さらには，ＰＦＩの手法

を用いた定住促進住宅の建設なども検討しており，今後も人口増かに向け，あらゆる施策を

展開してまいりますので，よろしくお願いを申し上げます。 

 以上でございます。 

〇議長（倉持 功君） ただいまの答弁に対し，質問はございますか。 

 青木輝明君。 

〇２番（青木輝明君） ありがとうございました。 

人口減少という町の課題に対して，町が具体的な対策を進めていることがよくわかりま

した。対策の効果も確実に出ていると思います。さらに移住・定住も建設に向けて検討して

いるということなので，引き続き積極的な対策をお願いして，①，②をあわせて質問を終わ

りたいと思いますけれども，済みません，ちょっと早いのですけれども，よろしくお願いし

ます。 

〇議長（倉持 功君） 要望ということで，これで青木輝明君の一般質問を終わります。 

 


